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事業の課題 参加者一人一人の行動が大切であることの理解が難しい。

2019年9月4日（水）13:48～14:50

浜松市西部清掃工場えこはま　会議室(1)

高根美保

SDGｓの観点から考えるごみ減量
（１）SDGｓとは何か　（２）浜松市のごみの現状　（３）「ごみ減量天下取り大作戦」
（４）SDGｓのゴール

事業の成果

参加者：111名　（参加年齢　60歳代～70歳代）
配布物は、希望される方のみに配布を行いました。
配布物実績：工場パンフレット　73枚、NPOごみ減量リーフレット　84枚
雑がみ啓発クリアファイル　104枚、生ごみそのまんまホ゜イッ　80個
２R啓発チラシ（楽器・リユース食器）25枚、静岡県エシカル冊子　44冊、浜松市エシカル冊子　48
冊

講演会理解度　よく分かった　23名、大体わかった　65名、分からなかった　2名
講演時間　適度82名
感想
・SDGsの観点から考えるごみ減量の重要性が理解出来た。
・自分のごみに対する甘さが分かりました。こういう講演を聞くことがなければ、いろいろなことに対
する理解ができなかったと思います。
・ごみ減量の必要性が良く分った。
・「3R」減らす環境行動について町内でも取り組みをしたいと思う。
・生ごみの水切りによる減量、雑がみ救出作戦の2点から即取り組みをしたいと講演を聞いて思い
ました。
・SDGsというものじたいはとてもむずかしく感じたけどゴミの分別、雑がみ、食品ロスとして考えれ
ば実行できるのではと感じました。

講師派遣 事業サイクル 継続事業

活動の目的

環境美化推進員研修会

実施内容

2019年度　講師派遣活動記録
整理番号：20190904

環境教育およびエコロジカルライフを実践するための講座開催事業

ごみ減量天下取り大作戦　研修会

髙根　美保 NPO法人エコライフはままつ


